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本
書
「
第
一
部 

史
料
編
」
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て 

 

読
者
の
皆
様
が
、
御
自
身
の
研
究
に
お
い
て
、
本
書
「
第
一
部 

史
料
編
」
か
ら
史
料
を
引
用
す
る
と
き
の
こ
と
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
ま
す
。 

 

１
、
本
書
「
第
一
部 

史
料
編
」
か
ら
史
料
を
引
用
す
る
際
は
、
史
料
群
名
と
史
料
番
号
が
正
式
な
史
料
の
識
別
情
報
で
す
か
ら
、
そ
ち
ら
を
記
載
く
だ
さ
い
。 

２
、
本
書
「
第
一
部 
史
料
編
」
か
ら
引
用
し
た
場
合
は
、
史
料
群
名
と
史
料
番
号
に
加
え
、『「
戦
争
が
生
活
と
と
も
に
在
っ
た
時
代
」
史
料
編
』
○
○
号
な
ど
と
記
載
く
だ
さ

い
。
具
体
的
な
書
き
方
は
、
左
例
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

例
① 山

梨
役
場
文
書
三
八
三
三
（
『
「
戦
争
が
生
活
と
と
も
に
在
っ
た
時
代
」
史
料
編
』
一
号
） 

 

例
② 昭

和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
月
十
日
提
出
「
議
案
第
十
五
号 

応
召
兵
餞
別
ニ
関
ス
ル
件
」（
山
梨
役
場
文
書
三
八
三
三
）。『「
戦
争
が
生
活
と
と
も
に
在
っ
た
時
代
」
史

料
編
』
一
号
。 

 

３
、
本
書
「
第
二
部 

解
説
編
」
で
は
、
例
②
の
書
名
部
分
を
「
本
書
」
と
し
た
書
き
方
で
史
料
の
出
典
を
表
示
し
て
い
ま
す
。 

４
、
本
書
「
第
一
部 

史
料
編
」
か
ら
史
料
を
引
用
し
た
場
合
は
、
袋
井
市
歴
史
文
化
館
へ
の
御
連
絡
は
不
要
で
す
。
と
は
い
え
、
こ
ち
ら
で
も
、
袋
井
市
の
史
料
を
取
り
上
げ

て
く
だ
さ
っ
た
研
究
の
内
容
は
是
非
知
り
た
い
の
で
、
御
研
究
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
書
誌
情
報
な
ど
を
御
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

５
、
本
書
収
録
史
料
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
袋
井
市
歴
史
文
化
館
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。 

６
、
連
絡
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
織
の
改
編
な
ど
で
、
施
設
名
、
連
絡
先
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
書
を
掲
載
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
合
せ
ペ
ー

ジ
な
ど
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

 


